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Fig.2. Thechangesoltheuricacidcontentinthe
haemolymphofthearmyworm.

thegregariousblacklarvaeislessthanthat

oftheisolatedlightlarvae.

2.Theuricacidcontentinthehaemolymphis

reverserelationtotheintegument.

3.The uricacid contentin the integument

decreasesslgnificantlyatthetimeoflarval

maturation. The change of theuricacid

contentseemstoberelatedtothetranslucence

oflarvalintegumentatthematuratelarvalstage.
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抄 録

7プラムシの警報フェロモン

AphidAlarm Pheromone:Isolation,Identifica･

tion,Synthesis.W.S.Bowers,L R.Nault,

R.E.WebbandS.R.Dutley,ScL'ence,177,1121

(1972).

アプラムシの軌 ま,捕食者に攻蜂されると脱却の鬼

角から液を出し,仲間に逃げるよう知 らせる.この警

報フェロモンの化学梢迫を知るため,アプラムシをェ

～テル :メタノ-ル (3:1)FPで戯砕し,フロ.)ジル

カラムクロマトグラフィで分離した.Hexane可溶部

のみ活性であったことか ら,炭化水素と考えられた.

硝酸鋭-フロt)ジルカラムクロマ トグラフィで分離し,

GC-MSで分析したところ,分子イオンm/e204を与え

た.これは,アl)の Dufour脱から蝉離されたLrans,

42

trams-α-farneseneと同様の化合物と考えられた.

そこで合成が侃蝉な irムns-β-Earnescncが合成さ

れた.機器分析の結架は,この ものが,アプラムシの

警報フェロモンと同じものであることを示した.そこ

で trans-β-farneseneを10極のアプラムシに対して

生物検定したところ.天然物と同様の活性を示した.

以上のことから,バラヒゲナガアプラムシ,エンドウ

ヒゲナガアプラムシ,ムギフタマタアプラムシ,ワタ

アプラムシの繁雑フェロモンは.trams-β-farnesene

であることがわかった.このものが,他の6位に対し

ても活性を示すことから,tyans-β-farneseneは,今

までにわかったフェロモンのうちでは,殻も広範Bflな

柾にわたって,作用をおよはすようである.

(北村実彬)


